
自分を "探す" "試す" "挑む" "磨く" 

社会の竜と成り往かむ ～1年生進路通信～ No.5  2024.9.27 
 

11月、１月の模擬試験を受けませんか？ 

 今回は７月に実施した進路希望調査の分析から、皆さんに「模擬試験の受験」を勧めたいと思います。 

 

(1) ７月進路希望調査の分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月の調査では未定と未回答併せて８％（11人）いますが、この学年は進学（44％）と就職（48％）に大

きな差がないことが分かります。ちなみに、令和５年度卒業生は進学 34％、就職 66％でしたので、今年

の１年生は「進学志向の強い」学年かも知れません。 

 

(2) 入学試験、就職試験の概要 

 次の表は、典型的な試験内容を一覧にしたものです。学校、企業によって異なりますし、年度が違うと内

容も変わることがあります。必ずその年の入試要項や求人票で確認する必要があります。 

 大  別 筆記 面接 その他 備  考 

進  一般選抜 ◎ × 一部小論文など 医療系は面接実施がある 

  学校推薦型選抜 △ 〇 学力検査や小論文など 指定校と公募、専願と併願 

学  総合型選抜 △ 〇 活動実績やプレゼンなど ポートフォリオ、志望理由 

就  指定校求人 〇 〇 SPI、企業見学など 一部面接のみの企業あり 

  公開求人 〇 〇 SPI、企業見学など   ⇒ その場合は面接重視！ 

職  公務員 ◎ 〇 通称「採用試験」 過去問対策 

 

 ※SPI とは・・・（リクルートマネジメントソリューションズ HPより） 

 多くの企業の採用選考で利用されている適性検査で、就職活動を進めていくと、一

度は受ける可能性が高いテスト。SPIの内容は大きく 2つに分類され、1つは働く上

で必要となる知的能力を測る「能力検査」、もう 1つは、応募者の人となりを把握する

ための「性格検査」です。 

 能力検査は、どのような仕事をする上でも必要とされる、知的能力を測る検査で、具体的には、「言

語分野」と「非言語分野」の 2種類の問題を通して、コミュニケーションや思考力、新しい知識・技能

の習得などのベースとなる能力を測っています。言語分野では、言葉の意味や話の要旨を的確に捉

えて理解できる力を測る問題、非言語分野では、数的な処理や、論理的思考力を測る問題が出題さ

れます。 

 性格検査は、日ごろの行動や考え方に関する質問から、その人がどんな人なのか、どのような仕事

や組織に向いていそうか、などを把握するための検査です。具体的には、日常の行動や考え方につ

いて複数の質問項目が提示され、どの程度自分にあてはまるかを選択していきます。 

 



(３) 模擬試験と定期テスト 

 定期テストはほとんどの高校で実施していますが、当然、試験問題は学校毎に違います。集計や評価、

比較も学校内、学年内に限られたものとなります。しかし、模擬試験は他校の生徒も同じ問題に取り組む

ため、学校を越えた集計、評価を確認することができます。 

 本校の模擬試験は「進研模試ベネッセ総合学力テスト」を採用していて、２年生７月までは「国・数・英」

の３教科を受験します。今年度は６月 29日（土）、11月２日（土）、１月 18日（土）の３回を予定しています。 

 ただし、希望者が受ける業者試験なので、受験する際には「受験料」が必要となります。 

 

(４) 「就職だから、専門学校だから模擬試験を受けなくてもよい」は正しいのか？ 

 他校を見渡すと、模擬試験は全員受験であったり、進学希望者全員受験であったりの高校があります。

それらに比べると、本校は各自の希望を尊重して実施します。 

 ここでみなさんに確認してもらいたいことは、進学・就職問わず、最後は他校や全国の生徒と競争して合

格や内定を勝ち取らねばならないということです。模擬試験の良いところは、他校や全国の生徒と比較し

て、自分の力を客観的に振り返ることができるところです。自分に足りない部分が分かれば、今後の勉強

方法を工夫することができます。また、SPIで測るコミュニケーションや思考力、言葉の意味や話の要旨

を的確に捉えて理解できる力、数的な処理、論理的思考力などは、「国・数・英」の三教科がベースになり

ます。 

 普段の授業や朝読書を大切にしつつ、その成果や「今の自分の立ち位置」を測って、改善につなげること

はとても大切だと考えます。10月９日から中間テストがありますが、模擬試験は受験を検討する価値が

あると思います。まずは、一回経験してみませんか？ 

 

進路通信 No.４ 編集後記 

 進路通信４号はアンケート回答数が 50（回答率 36％、１回目 96％、２回目 98％）にとどまり、３回目に

して低調な回答状況になってしまいました。これは、夏休み中に進路通信を配信したことが大きく影響した

と分析しました。学期中は SHRなどで声掛けしてくれた担任の先生のおかげであったと思います。また、

４号は内容が難しかったことも影響していたのでしょうか？２学期が始まって心機一転、皆さんに読んで

もらえる進路通信を目指して頑張ります。 

 進路通信Ｎｏ．５のアンケートでは、夏休みから２学期のスタートが切れたかの状況把握を目的に実施し

ます。前回同様、グーグルの Classroomに配信します。県教育委員会から割り当てられているグーグル

アカウントでログインして回答してください。催促がなくても、アンケートに応えられると良いですね。 

 また、今回は就職面接練習の質問例を一つ入れてみました。「自分を漢字一文字で表すと？」、ぜひ考

えてみてください。 

（〆切は 10月３日（木）午後４時まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


